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バイエル、1株0.90ユーロの配当を提案

監査役会、「リポバイ」の訴訟手続きを支持

ドイツ・バイエル社（本社：ドイツ、レバクーゼン、社長：ヴェルナー・ヴェニング）の経営委員会は2003年4月25日に行われる年次株主総会にて、2002年度の配当を1株当たり0.90ユーロと提案する意向を示し、監査役会はその提案を承認した。従って、この提案が最終承認されれば、2002年度の配当は2001年度と同額となる。バイエルの総株式数は約7億3,000万株で、配当総額は約6億5,700万ユーロになる。

ドイツ・バイエル社のヴェルナー・ヴェニング社長は「純利益の増加は、主に一連の事業売却によるものであり、この利益を株主に分配する意向である。この決定は、継続的に配当を行う、というバイエルの方針に基づいている。本年度についても営業成績を改善できるという自信がある」と監査役会の直後に述べた。

バイエルグループの2002年業績は、3月13日にドイツで開催される春季記者会見で発表される。

また監査役会は、「リポバイ/バイコール」に関連する訴訟について、経営委員会の対応への支持を表明した（「リポバイ/バイコール」については、同社が2001年に市場から自主的回収を実施）。バイエルは同件において、今後とも責任を持って、迅速かつ適切に対応するとともに、個々のケースにおいても詳細にわたり事実を説明する意向である。
＜将来予想に関する記述（Forward‐Looking Statement）＞
このニュースリリースには、バイエルグループの経営陣による現在の想定および将来の予測に基づく将来予想に関する記述（Forward‐Looking Statement）が含まれています。様々な未知・既知のリスク、不確実な要因、その他の要因により、将来の実績、財務状況、企業の推移または業績と、当文書の予測との間に大きな相違が生じることがあります。これらの要因には、フランクフルト証券取引所および米国証券取引委員会（書式20-Fを含む）に提出の当社の公開報告書に説明されているものが含まれます。バイエルは、これらの予示的表現を更新し、将来の出来事または情勢に適合させる責任を一切負わないものとします。
バイエルについて

バイエルは、ヘルスケア、農薬、高分子材料および化学品の4つの事業部門を柱に持つ、研究開発を基礎とする国際的な企業グループ。全世界の従業員数は約123,500人（2002年9月末）。

グループの2001年の売上は303億ユーロ、営業利益は16億ユーロを計上した。
日本のバイエルについて

日本においてバイエルは、発売以来すでに100年以上経過している解熱・鎮痛剤「アスピリン」を発明した会社として知られている。

日本のバイエルは、ヘルスケア、農薬、高分子材料および化学品事業を展開している。 日本におけるバイエルグループ全体の2001年の売上げは2,190億円で、従業員数は約3,000名。 バイエルにとって、日本は世界第3位の市場。

2003年3月10日、東京
Bayer Ltd./Corporate Communications (03#04j)

この件に関するお問い合わせ先：

バイエル株式会社 コーポレート・コミュニケーションズ
三瓶（みかめ）、長谷川 (Tel. 03-3280-9785,  Fax. 03-3280-9789)
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